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昭和五十三年、埼玉県稲荷山古墳出土の鉄剣から発見された銘
文は、五世紀史の解明に貴重な手がかりをあたえ、こんにちまで
多くの研究成果が発表された。なかでも銘文に記された乎獲居臣
（直）の上祖意冨比垢以下八代の系譜に見える人名につけられた
称号と姓は、氏姓制成立以前の政治体制を理解するうえに貴重で
あ
る
。
い
ま
、
そ
れ
を
列
挙
す
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と
左
の
通
り
で
あ
る
。
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（１）
なお、八代の乎獲居臣は直ともよまれているので、ひとまず
（）をつけた。埼玉県教育委員会『稲荷山古墳出土鉄剣金象嵌
銘概報』（昭和五十四年二月刊）には、右の人名にふくまれる比
塊
は
「
ピ
コ
」
と
よ
ま
れ
「
意
冨
比
垢
」
は
「
オ
ホ
ヒ
己
で
あ
り
、
足
尼
は
「
ス
ク
ネ
」
、
獲
居
は
「
ワ
ヶ
」
と
よ
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
ピ
コ
・
ス
ク
ネ
・ワヶなどを姓（カパネ）成立以前のものとふて称号というが、
銘文系譜には比塊（上己１足尼（スクネ）Ｉ獲居（ワヶ）ｌ獲
居ｌ獲居－○’○ｌ獲居臣（直）とみえ、称号から姓への変遷が
明確によゑとれるのである。
ところで、ピコやワヶなどの個灸の称号やこれらの称号から姓
へ
の
変
遷
に
つ
い
て
の
考
察
も
、
す
で
に
多
く
の
見
解
が
発
表
さ
れ
て
い
（２）
る
が
、
ス
ク
ネ
に
つ
い
て
は
考
察
さ
れ
た
論
考
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
原
島
礼
二
氏
が
「
大
小
の
氏
族
に
つ
い
て
、
そ
の
祖
先
の
名
に
ス
ク
ネ
と
い
う
称
号
を
つ
け
る
習
慣
は
、
銘
文
に
よ
り
五
世
紀
に
は
存
在
し
た
と
い
っ
て
よ
（３）
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
銘
文
発
見
以
前
に
は
ス
ク
ネ
の
研
究
は
、
太
田
亮
氏
『
日
本
上
代
に
於
け
る
社
会
組
織
の
研
究
』
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二十三章の「宿禰」をはじめとして、渡辺直彦氏「宿禰の史的意
義ｌ記紀の批判を通して」（『国学院雑誌』六三巻一○・一一号）
が
あ
り
、
筆
者
も
「
大
化
前
代
の
宿
禰
（
足
尼
）
に
つ
い
て
」
Ｓ
歴
史
評
論』一六四号）で考察したが、全般的にきわめて不活発であった。
その理由はスクネが天武八姓の一つであり、大化前代にふえるス
ク
ネ
は
、
た
と
え
ば
建
内
宿
禰
な
ど
の
よ
う
に
伝
承
上
の
人
名
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
、
実
在
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。今
回
の
銘
文
の
発
見
に
よ
っ
て
、
ス
ク
ネ
は
五
世
紀
に
お
い
て
称
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
た
し
か
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
あ
ら
た
め
て
旧
稿
を
ょ
承
な
お
し
て
ふ
る
と
不
備
が
多
く
、
と
く
に
氏
姓
制
成
立
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
五
世
紀
に
お
け
る
ス
ク
ネ
の
称
号
が
、
他
の
ピ
コ
・
ワ
ヶ
な
ど
の
称
号
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
指
摘
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
ス
ク
ネ
に
つ
い
て
再
考
し
、
旧
稿
の
欠
を
補
な
う
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
銘
文
系
譜
に
ふ
え
る
ス
ク
ネ
の
史
的
意
義
を
述
べ
て
ゑ
た
い
。
な
お
、
銘
文
の
冒
頭
に
ふ
え
る
「
辛
亥
年」は四七一年とみて、以下の考察をすすめることを付記してお
きたい。
足
尼
は
、
上
野
三
碑
の
山
上
碑
文
に
「
斯
多
を
弥
足
尼
」
、
天
寿
国
繍
帳
銘に「伊奈米足尼」などとふえ、『新撰姓氏録』・『旧事記』など
にも足尼をふくむ多くの古代人名をふることができるが、宿禰の
古い表記であって、続日本紀、宝亀四年五月辛未条に「又其天下
法政史学第一一一十三号
二
氏姓青衣為一一采女→耳中為し紀。阿曽美為一一朝臣『足尼為一一宿禰『諸
如レ此類。不二必従戸古」と設えることからも理解できる。
さて、銘文系譜にふえる人名は、初代「意冨比垢」が、孝元記
に「大砒古命之子建沼河別命者鞆率魍とゑえ、孝元紀に「兄大
彦命、是阿倍臣・膳臣・阿閉臣・狭々城山君・筑紫国造・越国造
・伊賀臣、几七族之始祖也」とふえ、また崇神十年紀九月条に四
道将軍の一人として北陸に派遣された大彦命に比定されているほ
か
、
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
川
俣
県
造
ら
の
遠
祖
を
大
比
古
と
記
し
、
孝
霊
記
に
吉
備
上
道
臣
の
祖
大
吉
備
津
日
子
命
と
吉
備
下
道
臣
・
笠
臣
の
祖
若
日
子
建
吉
備
津
日
子
命
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
対
比
す
る
と
、
遠
祖
を
一
般（４）
に
「
オ
ホ
ヒ
コ
」
と
よ
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
ふ
ら
れ
て
い
る
以
外
は
、
記
紀
や
そ
の
他
の
古
代
史
料
に
比
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
銘
文
系
譜
の
人
名
に
承
え
る
称
号
か
ら
カ
パ
ネ
ヘ
の
変
遷
が
、
記
紀
の
人
名
に
ふ
え
る
称
号
か
ら
カ
パ
ネ
ヘの変遷と対応しているので、やはり記紀にふえるこれらの称号
や力バネの考察を手がかりとして、銘文系譜にふえる称号やカパ
ネ
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
記
紀
に
ふ
え
る
「
ス
ク
ネ
」
を
ふ
く
む
人
名
を
あ
げ
て
承
る
と
、
左
の
表
の
通
り
で
あ
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田
司
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－のである。
角
臣
の
祖
と
も
ふ
ら
れ
て
い
る
葛
城
襲
津
彦
の
子 賢
遺
臣
と
賜
姓
蔦城襲津彦の
子
Hosei University Repository
右
の
表
を
承
る
と
、
ス
ク
ネ
を
ふ
く
む
人
名
は
第
三
代
安
寧
天
皇
か
ら
第
三○代敏達天皇にいたるまで承られる。皇族名にふくめられてい
るのは、わずか二例であって、他はほとんど人名の下にスクネを
付
し
、
な
か
に
は
氏
名
プ
ラ
ス
人
名
プ
ラ
ス
ス
ク
ネ
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ク
ネ
は
む
し
ろ
氏
族
の
人
名
と
関
係
深
い
も
の
であったと考えられる。
スクネを付した人名の後喬氏族は不明なものもあるが、後の時
期
に
い
た
る
ま
で
継
続
的
に
あ
ら
わ
れ
る
後
窟
氏
族
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
そ
の大部分は大和を中心としその周辺をふくむ地域に本拠をもつ畿
内
豪
族
が
多
く
、
葛
城
・
平
群
・
物
部
・
紀
・
蘇
我
な
ど
の
諸
氏
が
あ
げ
ら
れる。尾張連・江野財臣・出雲臣など地方豪族を後喬としている
ものもあるが、それは少数である。また後喬氏族のカバネを承る
と、君姓３、臣姓〃、連姓８、直姓１、造姓１、県主姓１、吉師
姓１であって、臣姓が圧倒的に多い。
欽
明
敏達 宣化 "鬘露〃 法政史学第三十一一一号
蘇我稲目宿禰（紀）
Ⅱ宗賀之稲目宿禰（記）
紀男麻呂宿禰（紀）
蘇我馬子宿禰（紀）
物部菟代宿禰（紀）
韓岱宿禰（記・紀）
倭帝宿禰（紀）
押見宿禰（紀）
（物部連）
狭を城山君
〃
壱
伎
県
主
右
の
人
名
と
同
族三
代
実
録
に
忍
見
足
尼
命
と
ふ
え
る
（允恭紀雄略紀）
（腹中紀・雄略紀）
、
、
、
、
この系譜をふてもわかるように、彦ｌ宿禰Ｉ（大）臣とあって、
称号からカバネヘの変遷が理解できる。葛城襲津彦は神功六十二
年紀所引の百済記に「沙至比脆」とふえ、朝鮮との交渉に活躍し
て
お
り
、
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
実
在
し
た
人
物
と
ふ
ら
れ
て
い
る
。
葦
田
宿
禰
は
葛
城
襲
津
彦
の
子
で
あ
り
、
円
大
臣
は
雄
略
天
皇
の
同
母
兄にあたる安康天皇を殺した眉輪王をかくまったため、雄略天皇
に
攻
め
ら
れ
自
尽
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
両
名
の
人
名
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
葦
田
と
円
が
、
こ
ん
に
ち
奈
良
県
北
葛
城
郡
と
御
所
市
に
地
名
と
し
て
残
（６）
っていることからも、おそらく右の両名はそれぞれの地に割拠し
た
葛
城
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
と
ふ
ら
れ
、
と
も
に
実
在
性
に
と
む
人
名
と
考
え
ら
れ
る
。
円
大
臣
の
自
尽
に
よ
っ
て
葛
城
氏
は
没
落
す
る
が
、
そ
の
時
期
は五世紀後半の中頃にあたる。葦田宿禰や玉田宿禰の実在期間は
明らかにしがたいが、葛城襲津彦の実在年代から推察して五世紀
前
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
は
葛
城
氏
は
人
名
に
ピ
コ
の称号をつけることをやめ、スクネをつけるようになったことが
、
、
理解できる。また「蟻臣」につけられた「オミ」や「円大臣」
二○
その後窟氏族の代表例として葛城氏について承よう。葛城氏が
五世紀に天皇家と対立する勢力をもっていたことについては、す
（５）
で
に
井
上
光
貞
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
書
紀
に
よ
っ
て
同
氏の系譜を示すと左の通りである。
葛
城
襲
津
彦
（神功紀）
ｌｌｌＬ章田宿禰
ｌ
玉
田
宿
禰
（腹中記・紀）
蟻
臣（顕宗紀）
円大臣
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、
、
が「円大使主」（履中一一年紀十月条）とＪい）書かれていることなど
から、オミは九ハネではなく尊称とゑられ、後のように氏の名に
（庁Ｉ）
つく臣姓とは関係がなかったと説かれているが、轡不峻即位前紀に
は葛城臣烏那羅（同四年紀には葛城烏奈良臣）とふえ、葛城氏が
後に臣のカパネを称することからｊも、円（大）臣、蟻臣のオミｊも
臣が力。ハネとして用いられる萌芽を示したｊい）の（力・ハネ的称号）
と考えられ、ここにスクネの称号から九〈ネ的称号臣への移行を
認めることができるのである。
右にふた葛城氏の系譜は、それにふられる人名の実在が認めら
れることからＪも、信頼性にとむのであるが、これを基準として前
掲のスクネをふくむ人名の表を承るとき、四世紀の七○’九○年
（ＣＯ）
代に在位していた天皇とふられる応神以前の人名は、後窟氏族の
伝承のなかに歌えるものが多いので、以後の考察から除外したほ
うがよいであろう。とくに、建内宿禰を祖とする古事記分注系譜
（ｎソ）
の成立は天武十一一一年にほど近い頃とふられていることからｊも、こ
の系譜にふえるスクネをふくむ人名の実在性は乏しい。なお、応
神から仁徳紀にかけて紀角宿禰・羽田矢代宿禰・石川宿禰・平群
木菟宿禰・吾子篭宿禰・的戸田宿禰など一群の朝鮮派遣氏族が設
える。これらの後喬氏族は雄略紀にもふえ、実際にこれらの氏族
（皿）
が朝鮮経営にたずさわったのは、紀氏が五世紀後半に、的氏が六
（ｕ）
世紀中葉以降に、蘇我氏は韓子宿禰が新羅・百済へ紀氏とと氷）に
派遣されているので（雄略九年紀）、だいたい雄略朝以降と考え
られる。したがって応神から仁徳紀にかけてこれらの後喬氏族の
足尼（宿禰）小者（前川）
杣にあたるスクネをふくむ人名がふられるのは、六世紀以降にお
いて、これらの氏族はその祖先が四世紀末に行なわれた大和朝廷
の朝鮮経営にも参加していなくてはならないという意識のもと
に、それらの人名と事績を加上・述作したものとも考えられる。
また、応神から仁徳紀にふえるスクネをふくむ人名の後窟氏族の
一部は、孝元記に糸えるそれと共通するもの（たとえば平群臣・
木臣など）もあるので、その実在性はきわめて乏しい。
さらに、仁徳紀の出雲臣の祖〃字宿禰は、大和朝廷による出
雲平定が六世紀にほど近い頃行なわれたと承られていることから
（、）
も、仁徳朝の人とするのは疑問であり、履中・允恭記の物部大
前・小前宿禰の末尾にふえる「大臣」は、物部氏の之ハネ連と矛
盾しているので造作した可能性が強く実在の人名とは考えられな
い。このようにゑてくると、前掲のスクネをふくむ人名のうち、お
おむね履中以降に象えるものがその実在をたしかめられる。あら
ためてその後商氏族を承ると、葛城・物部・平群・蘇我の諸氏の
ほか建内宿禰の後窟と伝える紀（臣）氏など、五世紀において大
和朝廷に対立し、あるいは朝廷の中枢となった臣・連姓の畿内有
力豪族が多く、スクネはこれらの諸豪族の祖が人名につけていた
称号であったと考えられるのである。
ここで顕宗紀に糸える近江狭狭城山君の祖韓岱宿禰と倭岱宿
禰、壱伎の押見宿禰について述べておきたい。前者の韓岱宿禰は
雄略天皇とはかり市辺押磐皇子を殺したので陵戸にあてられ、倭
岱宿禰は皇子の屍の所在を教えたので、株の置目の功により本
一一一
Hosei University Repository
姓狭狭城山君に復した記事が顕宗元年紀五月条にふえる。おそら
く、韓岱宿禰と倭岱宿禰は大和に居住していた実在と承なされる
人
名
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
ス
ク
ネ
を
ふ
く
む
人
名
を
も
つ
も
の
が
、
君
のカパネを賜与されていることに興味をひかれる。さらに、押見
宿
禰
の
後
喬
氏
族
で
あ
る
壱
伎
県
主
は
、
後
に
壱
仗
直
と
し
て
ふ
え
る
国
造
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
国
造
と
と
も
に
中
央
に
上
番
し
ま
た
は
永
住
し
て
祭
祀
・亀卜を事とした氏族であろうが、あるいは大和に上番したもの
の祖の人名にスクネを付したのかもしれず、押見宿禰の実在をた
し
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
ス
ク
ネ
は
大
和
を
中
心
と
し
、
そ
の
周
辺
に
本
拠
を
も
つ
畿
内
豪
族
の
用
い
た
称
号
と
ふ
た
が
、
そ
れ
を
い
つ
頃
用
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き
に
葛
城
氏
の
系
譜
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
葦
田
宿
禰
・
玉
田
宿
禰は五
世
紀
前
半
頃
の
実
在
人
名
と
ふ
ら
れ
る
こ
と
、
円
大
臣
が
雄
略天皇
に
減
ぼ
さ
れ
葛
城
氏
の
没
落
が
五
世
紀
後
半
の
中
頃
で
あ
っ
た
と
ふ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
念
頭
に
置
く
と
、
ス
ク
ネ
の
称
号
を
畿
内
豪
族
が
使
用
し
ていたのはおおむね五世紀前半から後半にかけての時期となる。
こ
れ
に
関
連
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ス
ク
ネ
を
天
皇
の
和
風称号にふくむ「男浅津間芳子宿禰」（記）・「雄朝津間稚子宿禰」
（紀）Ⅱ允恭天皇に注目される。この天皇は『宋書倭国伝』に糸
え
る
倭
王
済
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
役
年
代
が
四
六
○
年
と
ふ
ら
れ
て
（旧）
おり、スクネは五世紀中葉に天皇の称号として用いられていたこ
とがわかる。つまり、天皇は大和を中心としその周辺をふくむ地
域
を
本
拠
と
し
た
畿
内
豪
族
と
ス
ク
ネ
の
称
号
を
共
称
し
て
い
た
の
で
あ
る。しかも、スッネをふくむ天皇の和風称号は、応神（品陀和気
法政史学第三十一一一号
〈記〉・誉田別〈紀〉）・履中（伊耶本和気〈記〉・去来穂別〈紀〉）
・反正（水歯別〈記〉・瑞歯別〈紀〉）・顕宗（哀祁王之石巣別〈記〉
・弘計〈紀乙など、ワヶの称号を和風称号にふくむ諸天皇が五世
紀中葉以降に「大王」と称し超越的な権力体となってゆく過渡期
にあらわれ、畿内豪族とこれを共称していたことに注目される。
ワ
ヶ
の
称
号
を
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
前
半
代
の
諸
天
皇
お
よ
び
皇
族
と
地方豪族が共称した史的意義については、すでに佐伯有清氏の論
（ｕ）
考に尺されている。ただ、スクネの称号を考察するうえで指摘し
て
お
き
た
い
の
は
、
記
紀
に
ふ
る
か
ぎ
り
ワ
ヶ
を
ふ
く
む
氏
族
名
あ
る
い
は
人名のうちで、スクネをふくむ氏族名あるいは人名の祖になって
いるものも、その逆の場合も見あたらず、またスクネはワヶとは
異なり後世氏の名として用いられた例が一つもないことである。
これはスクネの称号がワヶと同じく五世紀代に天皇・豪族と共称
さ
れ
た
に
し
て
も
、
両
者
の
共
称
範
囲
や
性
格
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
暗示しているのではあるまいか。古事記にふえるワヶ姓氏族二四
例、書紀六例計三○例のうち、畿内に分布するものはわずか八例
（大和Ⅱ山辺之別〈山辺郡〉・阿太之別〈宇智郡阿陀郷〉・沙本穴
太部之別〈添上郡佐保〉、摂津Ⅱ牟礼之別〈島下郡牟礼神社〉、和
泉Ⅱ血沼之別・父努別〈茅淳県〉、山城Ⅱ葛野之別〈蔦野郡〉・深
（巧）
河別〈葛野郡深川神社〉）であって、その分布がきわめて少なく、
ワ
ヶ
の
称
号
は
主
と
し
て
畿
内
以
外
の
地
方
豪
族
が
と
な
え
て
い
た
の
で
は
ないかと考えられる。つまり、ワヶの称号は地方豪族が用いてい
たのに対し、スクネの称号は主として大和を中心としたその周辺
の畿内豪族、なかでも大和朝廷に対立しあるいは朝廷の中枢を
三
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さて前節で、スクネは五世紀前半から中葉にかけて、主として
大和を中心としその周辺をふくむ地域に本拠をもつ畿内豪族が用
いた称号であって、五世紀中葉には天皇もこれを共称したと指摘
してきたが、本節では五世紀後半以降においてこの称号はどのよ
うな変遷をたどったかについて、記紀によって検討してゑたい。
そこで、スクネの称号を人名にふくむ豪族のうち、記紀におい
て各時期に継続的に人名の承える葛城・平群・物部・蘇我・紀な
どの諸氏の人名を検討の素材として摘記すると、左の通りであ
る。人名の出典は初見の承を記し、記事掲出の下限は人名にスク
ネをふくまず、臣・連などのカハネをふくむ史料の見える時期ま
でで区切った。また、后妃となった女性名は除いた。
〔葛城氏〕
葛城之垂見宿禰（開化記）
葦田宿禰（履中記・履中元年紀）
円大使主（履中二年紀）Ⅱ円大臣（雄略即位前紀）
構成していた有力豪族が用いたものであったと考えられるので
（肥）
ある。いいかえれば、四世紀中葉以降から五世紀代にかけて国土
平定を行なった諸天皇は、まずワヶの称号を地方豪族と共称し、
ついで五世紀中葉には大和を中心とした畿内有力豪族とともにス
クネの称号を共称し、さらにその後半には畿内あるいは地方豪族
に超越する権力体として「大王」を称するようになったとふられ
るのである。
足尼（宿禰）小者（前川）
一一一
玉田宿禰（允恭五年紀）
蟻
臣
（
顕
宗
即
位
前
紀
）
△葛城直難波（欽明三一年紀）
△葛城直磐村（用明元年紀）
葛城臣烏那羅（崇峻即位前紀）
△は葛城国造家の出身で五世紀の葛城氏との系譜関係が不明であ
り
、
あ
る
い
は
別
氏
と
も
ふ
ら
れ
る
。
〔平群氏〕
平群都久宿禰（孝元記）
平群木菟宿禰（応神三年紀）
平
群
臣
真
鳥
（
雄
略
即
位
前
紀
）
大
臣
真
鳥
臣
（
武
烈
即
位
前
紀
）
平
群
鮪
臣
（
武
烈
即
位
前
紀
）
平
群
臣
神
手
（
崇
峻
即
位
前
紀
）
〔物部氏〕
物部連遠祖十千根（垂仁二五年紀）Ⅱ物部十千根大連（垂仁二
六年紀）
物部胆咋連（仲哀九年紀）
物部大前宿禰（履中即位前紀）Ⅱ大前宿禰大臣（允恭記）
物部伊菖弗大連（履中二年紀）
物
部
長
真
胆
連
（
履
中
三
年
紀
）
（物部）小前宿禰大臣（允恭記・安康即位前紀）
物部連目（雄略即位前紀）Ⅱ物部目大連（雄略元年紀）
物部菟代宿禰（雄略十八年紀）
一
一
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一
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物
部
八
坂
（
用
明
二
年
紀
）
〔蘇我氏〕
蘇我石川宿禰（孝元記）
蘇賀満智宿禰（履中二年紀）
蘇我韓子宿禰（雄略九年紀）
宗賀之稲目宿禰（宣化記）Ⅱ蘇我稲目宿禰（宣化元年紀）・蘇
我大臣稲目宿禰（宣化元年紀）・蘇我稲目宿禰
大臣（欽明即位前紀）
蘇我馬子宿禰（敏達元年紀×敏達十三年紀）Ⅱ蘇我馬子大臣
（敏達三年紀）・馬子宿禰大臣（敏達四年紀）
・蘇我大臣馬子宿禰（敏達十四年紀）・蘇我大
臣（推古十一年紀）
物部鹿鹿火大連（武烈即位前紀）Ⅱ物部大連鹿鹿火（継体六年
紀）
物
部
至
至
連
（
継
体
九
年
紀
）
物部伊勢連父根（継体二三年紀）
物部大連尾興（安閑元年紀）Ⅱ物部尾輿大連（欽明即位前紀）
物部施徳麻奇牟（欽明四年紀）
物部連奈率用奇多（欽明五年紀）
物部奈率奇非（欽明五年紀）
物
部
鳥
（
欽
明
十
五
年
紀
）
物部莫奇武連（欽明十五年紀）
物部弓削守屋大連（敏達元年紀）Ⅱ物部弓削守屋連（用明即位
法
政
史
学
第
一
一
一
十
三
号
前紀）
右の人名をふるとわかるように、○○宿禰のように人名にスク
ネだけをふくむものと、「蘇我大臣稲目宿禰」のようにスクネに
臣などの力バネをつけている例がゑられる。『旧事記』には「物部
呉足尼連」、『新撰姓氏録』では「伊己止足尼大連」たどのように、
スクネに連の力。〈ネをつけた人名表記もある。こうようにスクネ
の称号と臣・連のカパネとが併記されているのは、スクネがカパ
ネでないことを示しており、しかもスクネが称号として用いられ
ていた五世紀から遠ざかるにしたがって、たんなる尊称と化し、
力癬ハネの臣・連に移行してゆく過程をうかがうことができる。
それでは、称号スクネがヵ．ハネ臣・連に変化する時期はいつで
あろうか。右に掲げた人名で、スクネをふくむものから臣・連な
どのカベネをふくむもののふえる時期を検討することが一つの手
蘇我豊浦蝦夷臣（推古十八年紀）Ⅱ蘇我蝦夷臣（箭明即位前紀）
・蘇我臣蝦夷（皇極元年紀）
蘇我臣入鹿（皇極元年紀）
〔紀氏〕
木角宿禰（孝元記）
紀角宿禰（応神三年紀）
紀小弓宿禰（雄略九年紀）
紀大盤宿禰（雄略九年紀）
紀臣奈率禰麻沙（欽明二年紀）
紀男麻呂宿禰（欽明二三年紀）
紀臣塩手（鋳明即位前紀）
二
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がかりとなろう。この時期は氏族によって異なり、たとえば薗城
氏は「蟻臣」のように顕宗紀にあらわれ、「葛城臣」（崇峻紀）に
承
る
よ
う
に
か
な
り
後
に
臣
の
力
バ
ネ
に
固
定
す
る
。
も
っ
と
も
「
蟻
臣
」
な
ど
五
世
紀
の
人
名
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
臣
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
尊
称（カパネ的称号）とみる説もあるが、カベネ的称号の臣は後に
カパネの臣につながるので、葛城氏は称号スクネからカパネ的称
号の臣に変化したのは五世紀後半の頃とゑてよいであろう。
こ
の
点
で
平
群
氏
も
同
じ
で
あ
る
が
、
物
部
氏
の
場
合
は
「
伊
菖
卯
大
連
」
な
ど
の
連
の
力
バ
ネ
を
し
つ
つ
も
の
が
履
中
・
雄
略
紀
に
ふ
え
、
「
蒐
代
宿
禰
」
の
よ
う
に
称
号
ス
ク
ネ
を
も
つ
も
の
が
雄
略
紀
に
み
え
る
な
ど
複
雑
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
氏
も
雄
略
朝
の
五
世
紀
後
半
の
頃
に
は
称
号
ス
ク
ネ
か
ら
カ
バ
ネ
的
称
号
連
に
、
さ
ら
に
カ
バ
ネ
連
に
変
化
し
た
と
ゑ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
残る蘇我氏と紀氏は、さきの三氏と異なり、六世紀になっても
ス
ク
ネ
を
ふ
く
む
人
名
が
承
ら
れ
る
。
し
か
し
、
蘇
我
稲
目
や
馬
子
の
人
名
表
記
に
ふ
え
る
ス
ク
ネ
は
カ
ベ
ネ
臣
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
も
は
や
尊
称
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
人
名
表
記
の
重
点
は
臣
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
宣
化
紀
に
は
稲
目
の
人
名
に
「
臣
」
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
、
蘇
我
氏
も
六
世
紀
前
半
の
頃
に
は
臣
の
カ
パ
ネ
に
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
紀
氏
も
同
様
で
あ
っ
て
、
鉄
明
紀
に
は
ス
ク
ネ
を
ふくむものと臣をふくむ人名をみるが、この場合もスクネも称号
から尊称化したものであって、紀氏も六世紀前半には臣のカパネ
に変化したとふられるのである。このように氏族によって遅早は
あ
る
も
の
の
、
称
号
ス
ク
ネ
か
ら
力
バ
ネ
的
称
号
あ
る
い
は
カ
バ
ネ
の
臣
．
疋
尼
（
宿
禰
）
小
考
（
前
川
）
連に変化した時期は五世紀後半から六世紀前半にかけてであった
とふて大過あるまい。
ところで、五世紀に物部氏とならぶ軍事的氏族であった大伴氏
に
ス
ク
ネ
を
ふ
く
む
人
名
が
見
あ
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
氏
は
天
武
八
姓
の
う
ち
宿
禰
を
賜
与
さ
れ
る
の
で
、
天
武
朝
以
降
に
は
そ
の
人
名
が
承
え
る。また、阿倍氏も同様であって、スクネをふくむ人名のふえる
氏族とふえない氏族とは、その成立あるいは性格にどのような相
述があったのか、今後検討を要する課題であろう。
（Ⅳ）
なお、スクネの原義について、中田薫氏の高句麗官名起源説や
（旧）
名の下にそえてその人を敬う意味の語と承る太田亮氏の説もある
が、不明といわざるをえない。しかし、さきに述べたようにスク
ネ
の
称
号
が
後
に
カ
バ
ネ
の
臣
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
臣
を
「
仕
え
（四）
るもの」の意にとれば、さしずめスクネには、その系譜に多くの
後
衛
氏
族
を
も
ち
、
伝
説
に
語
ら
れ
て
い
る
述
内
宿
禰
の
祖
先
像
が
示
す
よ
うに、大和朝廷に古くから仕えた祖という意味がこめられていた
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
上来、記紀にふえるスクネをふくむ人名の検討を通して、スク
ネ
の
史
的
意
義
に
つ
い
て
種
念
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
述
ぺ
き
た
っ
た
諸点を要約するならば、スクネは五世紀前半から後半にかけて、
主として大和を中心としその周辺に本拠をもち、大和朝廷を構成
していた畿内豪族が人名に付してとなえていた称号であって、天
皇
も
そ
の
称
号
が
ワ
ヶ
か
ら
大
王
に
変
化
す
る
過
渡
期
に
あ
た
る
五
世
紀
中
四
一
一
五
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葉の倭王済に比定された允恭天皇の代にスクネの称号を共称した
こと、さらに豪族は四世紀後半から五世紀にかけて人名にピコの
称号をつけることをやめ、地方豪族はワヶの称号をとなえ天皇と
共称していたのに対し、畿内豪族はスクネを称号とし天皇もこれ
を共称したことから、五世紀前半代には天皇はまず地方豪族と協
調
し
て
国
土
を
統
一
し
、
つ
い
で
五
世
紀
中
葉
前
後
に
は
畿
内
豪
族
と
政
治
法政史学第三十一一一号
一天皇ヒコーーウワ
一一
豪
族
ピ
コ 旭…に中葉ｌ正・…工中葉ｌｌ１１ｊ江・・…に小葉１泥
〔称号の段階〕［力バネ的葱の選爾川偽帥糀幽
一（地力三
ケイｌスクネーーＩ大王－－－－１天皇－－－－－’
一一－，、一天武剛に
スク、千
l■■￣■■■－－￣■■■－１■■■---
.ＩＬｉｌ
一厘‐Ｉｌ－－ｌＴｌ－Ｉ
－－－
ｉｌｌｌ：
i2
■■■■￣’■■■■■■--
7『連
Ｈ
Ｈ
塗
的協調関係を維持していたが、五世紀後半になるとこれらをおさ
えて「大王」としてその権力を伸張させてゆく過程を看取でき、
さ
ら
に
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
に
か
げ
て
、
ス
ク
ネ
の
称
号
は
臣
・
連
の
ほか君・直などのカパネ的称号に変化して、カパネ的身分秩序の
一端が形成され、やがて六世紀になるとこれらのカパネ的称号は
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
族
の
九
ハ
ネ
と
し
て
固
定
し
た
が
、
た
と
え
ば
蘇
我
氏
な
ど
のように臣姓氏族のなかには、六世紀後半以降もカパネとならん
でスクネを尊称として用いていたことなどを指摘した。
いま、右の指摘を図式化すれば、上のようになる。
さて、これまでの考察をふまえて最後にふれておかなければな
らないのは、冒頭にゑた鉄剣銘文の「上祖名意冨比垢」と「其児
多
加
利
足
尼
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
上祖名の「意冨比垢」は、崇神記紀の四道将軍説話にふえる大
彦命（紀、記では大砒古命）に比定され、この説話は五世紀中葉
の宮廷ですでに成立し、乎獲居臣の一族は朝廷の親衛兵となって
代を大和へ上番していたために、この説話を知って意冨比垢つま
（別）
り大彦命を上祖とした自己の系譜を記したと説かれている。筆者
（皿）
も銘文系譜にふえる「意冨比垢」は阿倍氏の祖大彦命と考鰐えるが、
大彦命は説話中の人名であり、ピコをその名にふくんでいても実
在した人名とふることはできない。しかし、この名は五世紀後半
から開始された大和朝廷による東国経営の過程において、これに
参加した畿内豪族の阿倍氏や膳氏の祖が、この時期にはすでに古
い称号となっていたピコに「大」の美祢をつけて「大彦命」（意冨
比垢）という説話的人名を造作していたと考えられる。しかも、
一一一ハ
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ピ
コ
に
つ
い
で
ス
ク
ネ
が
五
世
紀
代
に
お
い
て
畿
内
豪
族
に
用
い
ら
れ
て
い
た
称
号
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
き
に
み
た
葛
城
氏
の
祖
先
系
譜
に
「
葛
城
襲
、
、
、
津彦ｌ葦田または玉田宿禰」とふしえることからも、「上祖名○○
、
、
、
、
、
彦ｌ其児△△宿禰（足尼）」という系譜の類型が五世紀中葉にお
（犯）
いて畿内豪族のあいだに成立していたとゑてよいであろう。
筆者は、三代目已加利獲居以下の人名は武蔵の豪族の人名では
（躯）
な
い
か
と
旧
稿
で
指
摘
し
た
が
、
二
代
の
「
多
加
利
足
尼
」
に
つ
い
て
は
考
えが及ばなかった。さきの考察で述べたように獲居（ワヶ）は地
方
豪
族
の
と
な
え
た
称
号
で
あ
っ
て
、
畿
内
豪
族
の
称
号
と
し
て
の
疋
尼
（スクネ）とは別系統である。したがって、「多加利足尼」は畿
内
人
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
武
蔵
の
豪
族
の
人
名
で
、
乎
獲
居
臣（直
）
の
祖
に
あ
た
り
、
あ
る
い
は
も
と
の
名
は
「
多
加
利
」
で
あった
と推察される。「多加利」の名が三代の「且巳加利」と「加利」
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
武
蔵
の
豪
族
の
人
名
で
あ
り
乎
縫
居
臣
（直）の祖であったことを暗示させるのである。
この鉄剣は乎獲居臣（直）が獲加多支函大王（雄略天皇と考定さ
（別）
れ
て
い
る
）
か
ら
賜
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
乎
獲
居
（配）
臣（直）は阿倍氏の輩下にあったことからも、鉄剣に自己の柵先
、
系譜を刻ませるさい、畿内豪族のあいだに成立していた「○○彦
、
、
、
、
Ｉ△△宿禰（足尼）」の系譜類型のピコにあたる人名に阿倍氏の
、
、
祖
大
彦
（
意
冨
比
垢
）
を
、
ス
ク
ネ
に
あ
た
る
人
名
に
自
己
の
祖
多
加
利
を
、
、
あ
て
て
「
多
加
利
足
尼
」
と
し
、
阿
倍
氏
の
祖
仁
多
加
利
以
下
の
自
己
の
系
譜
を
結
び
つ
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
鉄
剣
に
ふ
る
銘
文
系
譜
は
述
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
よ
う
な
足
尼
（
宿
禰
）
小
者
（
前
川
）
「ヒコースクネ」の系譜類型が五世紀中葉以降の畿内豪族のあい
だに成立していたことを念頭に置くとき、埼玉県稲荷山古墳から
出土した鉄剣は畿内で製作され、銘文も畿内で刻まれた可能性が
た
か
い
と
い
え
よ
う
。
以上、記紀や鉄剣銘文系譜にふえる「スクネ」について粗雑な
考察をくりかえしてきたが、大方のご示教をえて今後補訂してゆ
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
／■、
２
、_ノ
注（１）
（６）
（７）
/＝、
５
、_ノ
'－，
４
、=ノ
／－，
３
、－ノ
（８）
（９）
佐
伯
有
清
氏
「
臣
か
直
か
Ｉ
銘
文
と
武
蔵
の
豪
族
」
ｓ
歴
史
と
人
物
』
昭
和
五
四
年
一
月
号
）
一
三
四
’
九
頁
。
ワ
ヶ
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
有
清
氏
「
日
本
古
代
の
別
（
和
気
）
と
そ
の
実
態
」
ｓ
日
本
古
代
の
政
治
と
社
会
』
所
収
）
。
ピ
コ
に
つ
い
て
は
伽
拙
稿
「
日
本
古
代
氏
姓
制
成
立
の
前
提
」
ｓ
古
代
学
』
一一巻三号）、⑥同「日本古代氏姓制の形成過程」（『歴
史
学
研
究
』
二
九
八
号
）
。
原
島
礼
二
氏
「
銘
文
の
語
る
武
蔵
」
Ｓ
歴
史
と
人
物
』
昭
和
五
四
年
一
月
号
）
一
四
三
’
四
頁
。
埼
玉
県
教
育
委
員
会
『
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
金
象
嵌
銘
概
報
』
一四頁。
井
上
光
貞
氏
「
帝
紀
か
ら
ゑ
た
葛
城
氏
」
ｓ
日
本
古
代
国
家
の
研
究
』
所
収
）
五
五
頁
以
下
。
直
木
孝
次
郎
氏
『
奈
良
』
（
岩
波
新
書
）
六
一
頁
。
阿
部
武
彦
氏
「
氏
姓
の
起
源
に
つ
い
て
」
Ｓ
歴
史
手
帖
』
五
巻
一
二号）二八頁。
井
上
光
貞
氏
『
日
本
国
家
の
起
源
』
（
岩
波
新
書
）
一
二
四
頁
。
上
田
正
昭
氏
「
氏
族
系
譜
の
成
立
」
ｓ
日
本
古
代
国
家
成
立
史
の
二
七
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’■、〆■、'－，
２４２３２２
ﾐｰﾉ、=ノ、=ノ
（皿）
'-，'－，'－，
２０１９１８
、_ノ、=ノ、－ノ
（Ⅳ）
'－，'－，／~、／■、／－，
１６１５１４１３１２
ﾐーノ、ごノ、=ノ、_ノ、-ノ
（ｕ）
／■、
１０
、_ノ
法政史学第三十一一一号
注（皿）拙稿、八二頁。
注（４）一八頁。
研
究
』
所
収
）
三
一
九
頁
以
下
。
一
一
一
品
彰
英
氏
『
日
本
書
紀
朝
鮮
関
係
記
事
考
証
』
上
巻
、
二
○
八
頁
。
紀
氏
に
つ
い
て
は
、
岸
俊
男
氏
「
紀
氏
に
関
す
る
一
試
考
」
ｓ
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
所
収
）
に
詳
し
い
。
直
木
孝
次
郎
氏
「
的
氏
の
地
位
と
系
譜
」
合
日
本
古
代
の
氏
族
と
天
皇
』
所
収
）
四
七
頁
。
井
上
光
貞
氏
『
大
化
改
新
』
九
一
頁
。
歴
史
学
研
究
会
編
『
日
本
史
年
表
』
一
二
頁
。
佐
伯
氏
、
注
（
２
）
論
文
。
佐
伯
氏
、
注
（
２
）
論
文
五
頁
。
ピ
コ
の
称
号
を
も
っ
て
い
た
豪
族
が
ワ
ヶ
を
称
号
と
す
る
豪
族
の
祖
に
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
注
（
２
）
凶
拙
稿
二
二
四
’
五
頁
で
検
討
し
た
。
中
田
薫
氏
「
韓
国
古
代
村
色
の
称
呼
た
る
畷
評
、
邑
勒
、
櫨
魯
及
び
須
祇
の
考
」
（
『
法
制
史
論
集
』
第
三
巻
）
一
二
七
五
’
六
頁
。
な
お
、
栗
田
寛
『
氏
族
考
』
上
、
七
七
’
八
頁
で
も
こ
の
説
が
ふ
られる。
太
田
亮
氏
『
日
本
上
代
に
於
け
る
社
会
組
織
の
研
究
』
六
九
五
頁
。
江
（
４
）
一
四
頁
。
井
上
光
貞
氏
「
鉄
剣
の
銘
文
’
五
世
紀
の
日
本
を
読
む
」
ｓ
諸
訓
／・』昭和五一一一年十二月号）四一一一’四頁。
拙
稿
「
鉄
剣
銘
文
に
設
え
る
称
号
と
姓
」
ｓ
歴
史
公
論
』
五
巻
五
号
）
八
六
頁
以
下
。
こ
の
考
え
は
注
（
皿
）
拙
稿
八
六
頁
で
も
言
及
し
た
。
（躯）注（皿）拙稿八六頁以下。
（追記）
井
上
光
貞
氏
は
、
記
紀
に
糸
え
る
雄
略
の
父
の
允
恭
の
世
に
ク
ヵ
タ
チ
（捌神探湯）をやってカパネによる支配を強化したという伝説
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
王
権
が
カ
パ
ネ
を
制
定
し
た
こ
と
に
基
づ
く
伝
説
で
は
な
か
ろ
う
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
（「稲荷山鉄剣の問題」井上光貞氏編『日本古代史』ハテレビ大
学
講
座
テ
キ
ス
ト
ｖ
所
収
、
六
一
頁
）
。
ク
カ
タ
チ
に
つ
い
て
は
、
前
之
剛
亮
一
氏
「
大
化
前
の
姓
制
度
」
ｓ
歴
史
公
論
』
五
八
号
所
収
、
五
四
’
五頁）にも指摘され、物部氏の勢力消長と関連づけられている
点に注目される。
ま
た
、
前
之
園
氏
は
、
右
の
論
文
四
九
頁
で
「
ワ
ヶ
が
首
長
を
表
わ
す
一般的な称号であったのなら、葛城・平群・巨勢・蘇我氏など
も
ワ
ヶ
を
称
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
大
和
の
独
立
的
大
豪
族
は
、
服
属
の
印
と
し
て
天
皇
・
（
マ
マ
）
白華族の称するワヶを中小豪族と等し並に授けられることを嫌っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
天
皇
も
彼
ら
に
ワ
ヶ
を
強
制
す
る
力
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
も
注
意
を
ひ
か
れ
る
。
こ
の
指
摘によって、畿内有力豪族はワヶとは別系統の称号（スクネ）
を称していた背景が理解できる。小稿脱稿後、前之園氏の高論
に
接
し
た
の
で
、
付
記
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
一
一
八
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